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大衆マラソン参加者の意識と実態

-参加種目別の比較一

松沢甚三郎

保健体育教室

(平成 6年10月15日受理)

Attitudes and Behavior of Popular Marathon Runners 

-a comparison between events entered 

Jinzaburo MATSUZA W A 

Abstract 

The purpose of this study was to survey various characteristics of popular marathon 

runners such as their sex， events they entered， opinions about exercises and physical 

strength， attitudes toward running， practice habit， prevention of injuries， and effects of 

running， and then to clarify differences between male and female runners' attitudes from 

the point of view of the events they participated in. 

The subjects of this study were drawn from 6868 applicants (6082 participants) for the 16 

th Ful王uiMarathon. The number of questionnaires answered was 2576 (42.4% of the par-

ticipants)， which consisted of 1852 males (1063 in the 5km race， 490 in the 10km， 299 in 

the20km) and 724 females (618 in出e5km， 63 in the 10km， 43 in the 20km). 

As a result of the investigation， it was clarified that as the distance of the event became 

longer， the percentage of the runners who had the following characteristics was higher: 

1) male and from outside Fukui prefecture 

2) those who had experienced track-and-field events 

3) those who said that they were healthy， and that they had confidence in their physi-

cal condition. 

4) those who agreed to the opinions that“Running makes life happier" and “Running 

is interesting." 

5) those who practiced often， for long hours， and for long distances 

6) those who had experienced knee troubles 

7) those who tried to prevent injuries 
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1. 目的

近年各地で，大衆マラソンとか，健康マラソンとか呼ばれているロードレース大会が盛んに

行われている(問問。これらの大会は，人々の健康や走ることに対する多様な価値観や要求によ

って支えられている倒的。これらの参加者の健康や走ることに対する意識や実態などを明らか

にすることは，今後の大会開催に関して貴重な資料を提供するものと思われる。

大衆マラソンの種目は，3km，5km，10km，20kmが一般によく行われているo これらの種目の選択

は中学生以上の参加者は個人の自由であるo しかし，その選択に当たっては，体力をはじめ，

走ることに対する意識や練習の実態などいろいろな要因が関与していると考えられる D

そこで，本研究の目的は，大衆マラソン参加者の参加種目別の運動・体力などに関する意識，

走ることに関する意識， トレーニング状況の実態，障害や走ることによる効果，大会参加に関

する意識などについて調査し，参加種目別の傾向を明らかにし，参加種目決定の要因(2)を明ら

かにすることである。

2.方法

調査対象者は，第16回福井マラソンに申込をした6868名であった。これらの申込者に，大会

の約 1週間前に調査用紙を送り，大会当日

回収した。大会当日の参加者(出走登録者) 表l 第16醐井マラソンの申油、動晴、髄回血者とその割合併)

は6082名，参加率は88.6%で，調査用紙の

回収数および回収率(出走登録者に対する

割合)は，それぞれ2576名、 42.4%であっ

た。距離の長い種目ほど回収率が高い傾向

にあった。その男女別，種目別内訳は表1

の通りであるロ

標本数は，男子5km : 1063名，10km: 490 

名， 20凶:299名，計1852名，女子 5km : 618 

名，10km:63名，20km:43名，計727名で，

ヨ種目

5Km 

翠 10Km 

20Km 

男子合計

5Km 

李 10Km 

20Km 

女子合計

総合計

申込書数

3187 

1194 

619 

5000 

1633 

148 

87 

1868 

6868 

参加者数 参自陣

2790 87.5 

1070 89.6 

551 89.0 

4411 88.2 

1469 90.0 

127 85.8 

75 86.2 

1671 89.5 

6082 88.6 

これらについて男女別に参加種目聞の各調査項目について比較し，検討した。
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回阻者数 回収率

1063 38.1 

490 45.8 

299 54.3 

1852 42.0 

618 42.1 

63 49.6 

43 57.3 

724 43.3 

2576 42.4 
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3.調査結果の概要

3. 1 参加者の種目別人数と各種目の記録について

3. 1. 1 種目別参加人数について

20Km 
LOKm 

5Km 

図1-1 男子の申込書数、参加者数、回収者数 図1-2 女平:の申込者数、参加者数、回服者数

図 1-1と図 1-2は，男女の申込者，参加者，回収者の種目別人数である。競技に参加し

た人数は6082名で，参加者の男女の比は男子が72.5%と女子27.5%で，男子は女子の約2.6倍

であった。

男子の参加者は 5km : 2790名，10km: 1070名，20km: 551名で，その参加人数の比は，約 5: 

2 : 1であった。女子の参加者は 5km : 1469名， 10km:127名，20km:75名で，その比は約20: 

2 : 1であり，女子の参加者は約88%が5kmである日男子は女子より長い距離の種目の占める

割合が高い傾向にあった。近年，女子及び高齢者の参加が増加している(I刷。

3. 1. 2 種目別の記録

図2は男女の各種目の記録の度数分布である。男子5kmでは，速い人は15分台で走るが人数

は少なく，時聞が遅くなるにつれて約25分まで直線的に増加し，その後は30分まで減少し，30

分から40分までは人はほぼ一定である。 10kmは速いものは31分台，遅いものは約 1時間で走り，

約47分を並数(度数が一番多いところ)にほぼ正規分布している。 20kmも速いものは63分台，

遅いものは約 2時間で，約95分を並数にほぼ正規分布している。

女子の 5kmでは，速い人は15分台で走るが数は少なく，時聞が遅くなるにつれて増加し，約

25分前で急に増加している。その後減少し，30分から40分までの参加者はほぼ一定である。 10

kmは速いものは35分台，遅いものは約 1時間10分で走り，20kmでは速いものは75分台，遅いも

のは約2時間で，中間に多い傾向はあるが全体に分散している。

全体として，男子 5kmの記録は25分前後，女子 5kmは30分前後，男子10kmは48分前後，女子

10kmは53分前後，20kmは男女とも 1時間35分前後で走っている者が多く，速い人ばかりでなく

ごく一般の人が多く走っていると考えられる。
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女子5kmの記録

男子510前記録

.0 

男子10加の記録 女子20kmの記録

999  

女子1010前記録

掴

男子20knゆ記録

図 2 第 16回福井マラソンの男女別の各種目の記録

3. 2 人口統計的，地理的，生活環境的要因について

表2は人口統計的要因，地理的，生活環境的要因の各項目について，参加種目別のカテゴリ

一度数の差異の検定結果である。検定はカイ二乗検定で行い，有意水準5%を*，1%を**で
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示した。検定の結果，男性では全項目に，女性では2，4，6，7を除く項目に，参加種目間の度数

の占める割合に有意な差異が認められた口

表2 人工統計的・雌狸的・生活環境的要因の各項目に対する種目別カテゴリーの度数の

差異の検定結果:数値はカイ二乗値(本 :P<O.05. **:PくO.01) 

要因群 NO. 項 目 名 男子 女子

1.嗣t 35. 75** 35. 52** 
2.職業 24. 35* 1 9. 81なし

人工統計 3.住居地掛 389. 96** 389. 96*本

的・地理的 4.朝食の有無 20. 56** 5. 07なし

-生活環境 5.喫煙習慣に対する善悪 33.17** 23. 18** 
的要因 6.喫煙本数 50.91** 一一一一

7.たばこを止めた理由 27. 56** 一一一一一一一

図3は種目別の各年代別参加者の占める割合(%)である。男女とも参加種目が長くなるに

つれて30------40歳代の占める割合が高い傾向にあった白特に女子にその傾向が見られた口

男子 女子
印才u上

5km 

図3 参加者の各種目における各年代別参加者の占める割合

図4は男女の現住所の参加種目別カテゴリーの度数の占める割合(%)であるo 参加者の住

居地域は，福井市内が最も多く，男女とも約半分を占め，次いで，嶺北，県外，嶺南の順であ

った。また，種目の距離が長くなるに伴い

県外参加者が増える傾向にあり，20kmでは

男女とも約半数が県外参加者であった。男

子の職業は，長い距離の参加者ほど事務・

専門職が多く，労務・販売が少ないa傾向に

あった。

生活習慣では，男女とも長い種目の参加

者ほど喫煙習慣は悪いと答えていたロ喫煙

は，男子5凶の参加者では約35%，女子で

約10%飲んでいるが，20kmの参加者では男

男子5K

男子10K

男子20K

女子5K

女子lOK

女子20K

国4 参加者の各種目における住所の占める割合
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子15%，女子では l人も飲んでいなかった。また，20kmの参加者は男子約87%，女子約95%の

人が朝食を欠かさず摂っている白

このように，男子では朝食の有無，喫煙本数，たばこを止めた理由に種目聞に有意な差が認

められ，長い距離の種目の参加者ほど，朝食をきちんと摂り，たばこを飲まない人や飲んでい

る本数が少なく，走り始めたからたばこを止めた人が多い傾向にあった。

3. 3 スポーツ適正・スポーツ行動的要因について

表3はスポーツ適正・スポーツ行動的要因の各項目について，参加種目別のカテゴリ一度数

の差異の検定結果である。カイ二乗検の結果，男性では項目11に，女性では8，9，12，13を除く

項目に有意な差異が認められた。

表3 スポーツ適正・スポーツ行動的要因に関する要因の各項目に対する種目別カテゴリー

の度数の差異の検定結果:数値はカイ二乗i直(*: P<O. 05，本 *:PくO.01) 

要因群 NO. 項 目 名 男子 女子

8 自覚的健康評価 37. 33** 7. 95なし l

スポーツ 9 健康に対する'L'掛け 43.49** 5. 93なし
適正・スポ 10.体力に対する自信 84.95** 47. 83場事

ーツ行動的 11.現在のスポーツの腕前 10. 05なし 30. 33** 
要因 12.学生時代のスポーツの腕前 15. 92* 3. 92なし

13. 1;山大会以外の運動実糊荒兄 25.88** 15. 36なし

図5は「体力に自信があるか」という質問に対する解答の占める割合である口体力に自信が

あると答えた人の割合は約60%，ないと答えたものは約16%であった。このように，体力に自

信のある人が大衆マラソンに参加していると推測される{針。しかし，体力があまりないと答え

た人も 5km男子で19%，女子 5kmで23%，約5人に 1人いると推測される。また，自分が健康

であると感じている人は男女とも約70%で，

健康と感じている参加者が多かった白

男女とも，長い距離の種目の参加者ほど，

体力に自信があると答えた人の割合が高く，

特に20kmでは，男女とも80%を越えるもの

が体力に自信があると答えていた。また，

男子では，長い距離の種目の参加者ほど，

健康であると感じ，健康のために休養より

も運動や食事に心がけ，マラソン以外の運

動実践もしていると推測される。 国5 体力意識の各カテゴ1ドの各種目鵬閣の占める割合
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スポーツ一般の現在の腕前は，上手と答えた者が全体では約35%，下手と答えた者が約25%

であった。種目間では，男子では有意な差はみられなかったが，女子では長い距離の種目の参

加者ほど上手であると答えた割合が高い傾向にあった。

一方，男子の学生時代のスポーツの腕前は，距離の長い種目の参加者ほどスポーツが「上手

と思わない，下手と思う」の占める割合が高い傾向にあった。これは，多くのスポーツがパワ

ーを主体としているのに対して，大衆マラソンは持久力が主であるという種目の特性と考えら

れ，スポーツが上手でなかったのでマラソンを選んだ人もあると推測されるo

この様に，参加種目の選択は現在の体力と深く関係して円特に女子ではこの関係が高いと

推測される口また，男子では，若い頃のスポーツの能力とは関係が認められなかったが、女子

では若い頃のスポーツ一般の能力に差が認められ、過去の経験も関係していると推測される。

3. 4. 1 ジョギングに関する要因について

表4 ジョギングに関する要因の各項目に対する種目別カテゴリーの度散の差異の検定結果

:数値はカイ二乗値 C*:P<0.05. 本 *:PくO.01) 

要因群 NO. 項 目 名 男子 女子

14.走らせる原因 56. 26** 35.49** 
ジョギング 15.ジョギングで得たもの 36. 78** 36. 33** 

16.ジョギングに対する知識 79. 38*本 91. 53** 
に関する意 17.走に関する幸信志の購入 281. 69** 161. 24** 

18.走ることは生活を楽しくする 116.36** 55.97** 
識と実態に 19.走ることは面白い 92.20** 30. 97*本

20.走ることは気分転換になる 12. 67ホ* 22.99** 
関する要因 21.走ることは根性を養う 11. 2 1本 11. 51* 

22.定れるととはすばらしい 59.26** 19.56** 

23. トレーニングの頻度 161. 28** 64. 07*本

ジョギン 24. トレーニングの時間 290.85** 73. 40*本

グによるト 25. 1日の平均走行E臨佐 309.31** 162.29本*

レーニング 26. トレーニングのスピード 81. 01** 39.72** 
の実態に関 27.ジョギングする時刻 23.92** 22.08** 
する要因 28.ジョギング仲間 50. 10本* 14.21** 

29. トレーニングの場所 1 1. 92なし 10. 95なし

ジョギン 30.故障の経験 26.27** 14.33** 
グによる故 31.大会前1年間の蜘章の有無 25.28** 21. 07** 
障と効果の 32.障害の部位 31. 49** 6. 49なし
実態に聞す 33.障害名 38.41** 20.91* 
る要因 34.走るようになってからの調子 27. 35** 9. 87なし

35.ランナーズハーイ感有無 142.35** 46.23** 
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表 4はジョギングに関する要因の各項目について，参加種目別のカテゴリ一度数の差異の検

定結果である。カイ二乗結果，男性では29を除く項目に，女性では29，32，34を除く項目に有意

な差異が認められた。

3. 4. 1 ジョギングに関する意識と実態に関する要因について

「何があなたを走らせますか」と走らせる原因を聞いたところ，体力の維持増進を選んだ人

が約半数を占め，可能性の追求や自己実現が約23%，ストレスの解消が約18%であった。また，

長い距離の種目の参加者ほど「生きがや順位・記録の向上など可能性の追求や自己実現」と答

える割合が高い傾向にあった。

走ることで得られたものは，健康・体力が約60%，生活に張り合いおよび自信と答えた者が

各々約20%であった口また，距離の長

い種目の参加者ほど「生きがい」が高

く r健康や体力の維持増進J ， r自

信」が少ない傾向にあった。

ジョギングの知識については，距離

の長い種目の参加者ほどあると答えて

おり，20kmの参加者では，約半数の人

が，走ることに関する雑誌をとってい

るo

図6は「走ることは生活を楽しくし

てくれるJ ，図 7は「走ることは根性

を養う」という質問に対する各種目の

カテゴリーの度数の占める割合であるo

「走ることは生活を楽しくしてくれ

る」という質問に対して約50%の人が

賛成で，距離の長い種目の参加者ほど，

賛成者が高く，20kmの参加者では約

80%が賛成し，女子の方が高い傾向に

あった。 r走ることは面白いJ ， r走

ることは気分転換になる」に対する解

答も同様な傾向であった。

「走ることは根性を養う」に対する

解答は，上記とは異なり，距離の長い

種目の参加者ほど r賛成」の意見の

図6 r走ることは生活を楽しくしてくれる」のカテゴリーの度数の占める割合

国7 走るごとは根性を養う」の参加種目月IJのカテゴリーの度数の占める書IJ合
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占める割合が少なく r分からない，反対である」の占める割合が多い傾向にあった。

これは，一般に距離が長いと苦しいと考えがちであるが，長い距離の参加者は長い距離をマ

イペースで気持ちよく走るので，根性で走ることを否定していることによると思われる。

「年をとっても走れることは素晴らしいと思うかJ という質問に対して「非常に思う」と答

えた人の割合が，長い距離の種目の参加者ほど高い傾向にあった。

このように，距離の長い種目の参加者ほど，可能性の追求や生きがいとして走ることを楽し

み，走ることに関する知識を持ち，走ることに価値を認めていると推測された。

3. 4. 2 ジョギングによるトレーニングの実態に関する要因にいて

図8はジョギングによるトレーニングの頻度，図9は1日のトレーニング時間，図10は1日

の平均走行距離，図11はトレーニング

のスピードの実態の各種目のカテゴリ

ーの度数の占める割合であるo

参加者の大会前，8'""-'9月のトレーニ

ングの頻度は，週に 1'"'-'2回以上が男

女とも65%であった。長い距離の種目

の参加者ほど練習の頻度が高く，特に

女子に高い傾向が認められた。例え

ば，5kmの参加者では男女とも 5人に一

人がほとんど練習しなくて参加してい

るのに対し， 20kmの参加者では男子

4%，女子は一人もなかった口
図8 参加種目別の1週間の平均トレーニング頻度

この聞における， 1回の平均トレーニ

ング時間は， 1時間未満の者が約80%をl

占めている o 5 kmの参加者では，男子

18%，女子14%しか 1時間以上走って

いないのに，20kmの参加者では男子で

約39%が，女子で44%が1時間以上走 男子20K

っている。このように，長い距離の種

目の参加者ほど，30分未満の練習が減

少し， 1時間以上練習する者が多くなり，

トレ」ニング時聞が長い傾向にある。

1日の平均走行距離は 3krn 以上'"'-'5

M未満が約25%と一番多く， 10凶未満
図9 参加種目別の1日平均のトレーニング時間

戸
吋

υ
0
0
 



の練習をしている者が約70%を占

めている。長い距離の参加者ほど

1日の走行距離は長い傾向にあ

り，5kmの参加者では，男子21.8%， 

女子12%しか 5km以上走っていな

いのに，20kmの参加者では男子で

約70%が，女子で80%が5km以上

走っている D

トレーニングのスピードは，男

子の参加者の約70%，女子の約

40%の人が 5kmを30分未満で走っ

ている。長い距離の参加者ほどト

レーニングのスピードが速く，5km

の参加者では，男子約80%，女子

約30%しか 5kmを30分未満で走っ

ていないのに，20kmの参加者では

男女とも約90%が走っている。

トレーニングの時刻でも差が認

められ，長い距離の参加者ほど昼

・夕方走る人が多く，夜練習する

人が少ない傾向にあった。

松沢甚三郎

男子10

図10 参加種目別の180.>平均トレーニング定行距離

京子5K

以上のように， 20kmの参加者は、 女子IOK

週3回以上、 1回に 1時間前後、

1日平均 5"'10km走っている。こ

のように、長い距離の参加者ほど

トレーニングの頻度が高く， トレ

ーニング時聞が長く，走る距離も

女子'20K

図11 参加種目別の5kmの平均トレーニングスピード

長く，走るスピードも速く， トレ}ニング強度が高いと推測される。

参加種目の選択には，体力と並んで，どのくらいのトレーニングの強度が実行可能かという

ことが深く関係していると推測される九

3. 4. 3ジョギングによる故障と効果の実態に関する要因について

故障の経験及び昨年 1年間の故障は，距離の長い種目の参加者が故障が多い傾向にあった。

男子では長い距離の種目の参加者ほど，膝の障害が多く，足，腰の障害の割合が低い傾向にあ
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り，男女とも距離の長い種目の参

加者ほど，腫鞘炎，使い過ぎが多

く、ねんざ，肉離れが少ない傾向

にあった。

図12は走るようになってからの

調子，図13はランナーズハイの経

験の有無について，各種目のカテ

ゴリーの度数の占める割合であるo

男子の参加者では約80%，女子

では約70%の人が，走るようにな

ってから調子が良いといっており，

長い距離の参加者ほど，調子が良

いと答えた割合が高い傾向にある。

また，ランナーズハイの経験は，

経験があるような気がする人も入

れて全体で約20%であるが，長い

距離の参加者ほど高く，20kmの参

加者では男女とも約50%近くを占

めているヘ

以上のことから，走ると走るほ

ど故障の可能性は高まることが明

らかになったが，一方，長い距離

の参加者ほど「走るようになって

から調子が良いj ， r気持ちが良

い」と感じている人が多しこの

「調子がよいj，r気持ちが良い」

がますますトレーニングをさせ，

男子5K

男子10K

図12 走るようになってからの体調はjのカテゴリーの度数の占める劃合

男子5K

図13 ランナーズハーイの経験の有制の度散の占める割合

体力を高め，長い種目を選択させると推測される。

3. 5大衆マラソン大会参加に関する要因について

表5はマラソン大会参加に関する要因の各項目について，参加種目別のカテゴリ一度数の差

異の検定結果である。カイ二乗結果，男性では38と39を除く項目に，女性では42を除く項目に

有意な差異が認められた。

大会参加のきっかけは，長い距離の参加者ほど r走れる素晴らしさ j ， r雑誌を見て」の
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表5 マラソン大会参加に関する要因の各項目に対する種目別カテゴリーの度数の差異

の検定結果:散値はカイ二乗値<*:pく0.05.**:PくO.01) 

要因群 NO. 項 目 名 男 子 女子

36.大会参加のきっか付 125.92** 51.46** 
マラソン大 37.大会劉日の理由 22. 60寧車 12. 50なし

38.気持ちよくは走れる距離 723.97本* 242.82本*

会参加に関 羽. 15回大会参加の有無 2. 79なし 10.03** 
40. 14回大会劉日の有無 3. 87なし 13.26** 

する要因 41. 13回大会参加の有無 7. 1 1 * 7. 07* 
42.今後の大会参加の意志 42. 55*本 24. 61*本

43.フルマラソンの参加理主宮、 296. 66本* 125.95*本

占める割合が高く r新聞・ラジオ」や「人の話」の割合が少ない傾向にある。大会参加の理

由は，長い距離の参加者ほど「走ることの喜び，生きている感じを求めて」の占める割合が高

い傾向にあった。また，男子では，長い距離の参加者ほど「仕事や生活に張り合いを持たせる

ため」の占める割合が多く r人との触れ合しり r走れることを喜び合う祭りとして」の大

会参加が少ない傾向にあった。

このように，距離の長い種目の参加者ほ

ど大会参加に自主的・積極的で，大会で走

ることそのことに価値を認め，そのことを

楽しんでいると推測される。

図14は r2 ""' 5 kmのレースと10.-...-20kmの

レースでは，どちらが走った後気持ちが良

いですか」の質問に対する各種目のカテゴ

リーの度数の占める割合である。

距離の長い種目の参加者ほど，長い距離

が気持ちよく走れるといっており，気持ち

よく走れる距離が種目決定に重要と推測さ

れる。長い距離の参加者は，ほとんどが長

い距離の種目を選んでいるが，男子 5kmの

男子5K

男子10K

男子20K

女子5K

女子10K

女子20K

図14 走った後、気持ちが良いと答えたE団住

参加者では約40%が，10"-'20加のレースの方が走った後気持ちが良いといっている。

過去の大会参加では，女子において長い距離の参加者ほど過去に参加の経験があり，女子の

20km参加には過去の経験が重要な役割をしていると推測される口今後の大会参加及びフルマラ

ソンの参加については，男女とも長い距離の種目の参加者ほど，参加意欲が高い傾向にありあ

ると推測される(3)。

種目の選択には，気持ちよく走れる距離が基準になっていると推測される。また長い距離の

種目の選択には，過去の大会参加の経験が関係し，特に女子で重要と推測される。
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4. まとめ

本研究の目的は大衆マラソン参加者の参加種目別の運動・体力などに対する意識，走ること

に対する意識，練習状況，障害や走ることによる効果などについて調査し，参加種目別の傾向

を明らかにし，参加種目決定の要因を明らかにすることである。

調査の結果，参加種目の距離が長くなるにつれて，健康であると感じ，体力に自信があると

答え，定ることを楽しみ，走ると気持ちよさと満足を感じ，走ることに対する知識も高く，走

ることに価値を認めている。そして，膝などの故障は多いながらも， トレーニングの頻度も高

く，長い距離を走っている。そして，今後の大会参加の意欲も高いく，リーダとしても大きな

役割をしてと推測される{九

よって，種目の選択は，走ることに対して知識を得，走ることに価値を認め，走ることその

ことが楽しめ，走ることによるトレーニングの実践の可能性を見極め，自分の体力をどのよう

に評価し，どの種目が気持ちよく走れるかなどが，長い距離の種目の参加に関与していると推

測された。
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